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平
成
１９
年
１０
月
３１
日
、
「
第

５
回
群
馬
県
小
規
模
多
機
能
・
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
大
会
」
が
前
橋
市

の
総
合
福
祉
会
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
度
よ
り
、
小
規
模

多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
も

連
絡
協
議
会
の
会
員
と
な
っ
て
、

始
め
て
の
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

事
業
所
関
係
者
、
約
２５０
名
余
り
、

市
町
村
職
員
や
未
加
入
事
業
所

等
、
約
３０
名
余
り
の
参
加
と
な

り
ま
し
た
。 

第
５
回
を
迎
え
る
大
会
で
は
、

色
々
と
思
考
を
こ
ら
し
、
午
前
の

部
で
は
、
群
馬
県
認
知
症
一
座
に

よ
る
寸
劇
「
認
知
症
の
人
を
理
解

す
る
」
や
、
立
川
談
之
助
氏
を
お

招
き
し
て
特
別
講
演
と
し
て
「
笑

い
と
高
齢
化
社
会
」
を
テ
ー
マ
に

落
語
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
、
午

後
の
部
で
は
、
各
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
に
よ
る
「
事
例
発
表
」
を
多
目

的
ホ
ー
ル
と
社
会
適
応
訓
練

室
・
第
一
、
二
会
議
室
の
３
会
場

に
て
そ
れ
ぞ
れ
、
８
事
例
ず
つ
行

い
、
そ
の
後
に
、
全
体
事
例
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
設
け
、
２
事
例
を
よ

り
深
く
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し

ま
し
た
。 

   

   



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

本
大
会
は
こ
れ
ま
で
「
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
大
会
」
と
し

て
４
回
開
催
さ
れ
て
参
り
ま

し
た
が
、
今
回
よ
り
、
平
成

１８
年
度
、
新
た
に
創
設
さ
れ

ま
し
た
小
規
模
多
機
能
型
居

宅
介
護
の
事
業
所
も
加
わ
り

「
小
規
模
多
機
能
・
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
大
会
」
と
名
前
が

変
わ
り
ま
す
事
を
ご
報
告
い

た
し
ま
す
。 

 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
介
護

保
険
制
度
発
足
と
同
時
に
認

知
症
介
護
の
切
り
札
と
し
て

少
人
数
の
共
同
生
活
の
場
と 

な
り
、
そ
こ
で
馴
染
み
の
介

護
者
が
個
別
に
関
わ
る
事

で
、
認
知
症
の
周
辺
症
状
が

軽
減
し
、
そ
の
人
が
そ
の
人

ら
し
く
暮
ら
す
事
が
出
来
る

よ
う
様
々
な
支
援
が
試
み
ら

れ
て
参
り
ま
し
た
。 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が
入
居
利

用
で
あ
る
の
に
対
し
、
居
宅

介
護
の
切
り
札
と
し
て
小
規

模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業

所
が
登
場
致
し
ま
し
た
。
そ

の
利
用
者
の
生
活
の
拠
点
は

住
み
慣
れ
た
地
域
居
宅
で

す
。
通
所
サ
ー
ビ
ス
・
訪
問

介
護
サ
ー
ビ
ス
・
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
の
各
サ
ー
ビ
ス
が
、

利
用
者
の
良
く
知
っ
て
い
る

馴
染
み
の
職
員
に
よ
り
柔
軟

性
を
も
っ
て
行
わ
れ
る
の
が 

大
き
な
特
徴
で
す
。
利
用
者

の
状
態
や
家
族
の
介
護
力
・

住
環
境
な
ど
様
々
な
事
情
に

よ
り
、
サ
ー
ビ
ス
の
組
み
合 

あ
わ
せ
、
つ
ま
り
、
利
用
の

仕
方
も
多
様
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に

対
応
す
る
事
で
、
要
介
護

者
・
要
支
援
者
の
在
宅
生
活

の
期
間
を
延
長
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。 

本
大
会
は
、
各
ホ
ー
ム
が
取

り
組
ん
だ
事
例
を
発
表
す
る

事
に
よ
っ
て
、
他
の
ホ
ー
ム

で
の
介
護
の
実
際
を
知
り
、

自
分
達
の
ホ
ー
ム
の
参
考
と

し
た
り
、
困
難
事
例
へ
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
行
っ
た
り
、
結

果
と
し
て
ケ
ア
の
質
の
向
上

を
図
る
、
ま
た
、
迷
っ
た
り

悩
ん
だ
り
し
て
い
る
の
は
自

分
だ
け
で
は
な
い
事
を
知

り
、
職
員
同
士
が
苦
労
や
喜

び
を
共
有
す
る
仲
間
と
な
る

事
を
目
的
と
し
て
始
め
ら
れ

た
も
の
で
す
。
今
回
は
、
発

表
だ
け
で
な
く
、
２
事
例
を 

 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
て
取
り
上 

げ
て
、
皆
様
と
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
す
る
場
を
設
け
ま
し

た
。 

こ
の
よ
う
な
大
き
な
期
待
を

背
負
う
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
所

は
小
規
模
で
す
。
小
規
模
故

に
、
そ
の
運
営
は
厳
し
く
、

更
に
、
昨
今
、
介
護
職
離
れ

の
傾
向
も
見
ら
れ
、
職
員
の

確
保
に
苦
労
し
て
い
る
事
業

所
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。 

せ
っ
か
く
高
齢
者
介
護
を
志

し
た
者
た
ち
が
、
こ
と
に
、

き
ょ
う
、
午
後
の
第
二
部
で

忙
し
い
職
務
の
中
、
準
備
を

し
、
事
例
を
提
供
し
た
職
員

や
、
そ
れ
を
参
考
に
し
よ
う

と
こ
の
会
場
ま
で
、
足
を
運

ん
で
来
た
職
員
が
報
わ
れ
る

よ
う
な
施
策
も
含
め
た
お
話

し
が
、
こ
の
後
、
群
馬
県
健

康
福
祉
局 

介
護
高
齢
課
長

の
江
口
哲
郎
様
と
、
市
町
村

を
代
表
し
て
高
崎
市
健
康
福

祉
部 

長
寿
社
会
課
長
の
嶋

田
訓
和
様
か
ら
、
伺
え
れ
ば

幸
に
存
じ
ま
す
。 

 

さ
ら
に
、
そ
の
後
、
認
知
症

理
解
の
た
め
の
寸
劇
、
そ
れ

に
続
い
て
、
立
川
談
志
師
匠

の
お
弟
子
さ
ん
で
あ
り
ま
す 

立
川
談
之
助
氏
に
よ
る
落
語

を
お
聞
き
に
な
っ
て
、
お
お

い
に
笑
い
、
日
頃
の
苦
労
を

吹
き
飛
ば
し
て
頂
け
た
ら
と

思
い
ま
す
。 

本
日
、
ご
来
場
の
皆
様
に

は
、
ケ
ア
の
ヒ
ン
ト
に
な
る

も
の
を
持
ち
帰
っ
て
い
た
だ

く
事
を
願
い
ま
し
て
、
私
の

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
プ ロ グ ラ ム 

受 付  １０：００～ 
開会式  １０：３０～１０：４５（多目的ホール） 
     会長挨拶 NPO 法人 じゃんけんぽん 理事長 井上謙一 
     来賓挨拶 群馬県健康福祉局 介護高齢課長  江口哲郎氏 
          高崎市健康福祉部 長寿社会課長  嶋田訓和氏 
第一部  １０：４５～  寸劇（認知症の人を理解する） 群馬県認知症一座 
     １１：３０～  特別講演「笑いと高齢化社会」 立川談之助 
     １２：３０～  休憩 
第二部  １３：３０～  事例発表 ３会場に分かれ２４事例の発表 
     １５：００～  全体事例シンポジウム ２事例の発表 
            （参加者、パネラーにより事例を検討し深める） 
     １６：３０   終了 
 

事例発表 参加者一覧 
第１会場：多目的ホール 

テーマ「介護の工夫」 
コーディネーター：井上謙一 
コメンテーター：群馬社会福祉評価機構 近藤多喜子氏 
１、夜は心配事が増えるんだよ  

         じゃんけんぽん伊香保 埴田 清子 

２、食事の自力摂取を目指して 

 ～A さんらしい食事場面の提供～ 

               あおなし 中島 麻奈 

３、「後３年で 100 才？ヘッ。もういいや。（笑顔）」 

         じゃんけんぽん群馬町 小林実千代 

４、その人がその人らしく･･･   

                ビオラ 今井みゆき 

５、自力排泄の大切さ････Part２････ 

        ケアホーム家族の家境野 弦巻 由佳 

６、理念に基づいた介護を行って 

             サンシャイン 佐藤 栄子 

７、無断外出への対策 入居者の人権への 

配慮と安全確保との狭間で おおいど 細谷喜久美 

８、言葉の裏にある思いを知り、ケアに生かす 

               音和の家 飯沼 理恵 

第２会場 社会適応訓練室 
テーマ「リハビリ・リスクマネージメント」 
コーディネーター：恩田初男 
コメンテーター ：サービス評価ｾﾝﾀｰはあとらんど 
         行方富子氏 

１、家族の家一泊旅行の歴史 

        ケアホーム家族の家藤生沢 渡邊  岳 

２、「ヒヤリハットの事例に学ぶ」 

                 さつき 木村 雅人 

３、環境整備によるリスクマネージメントと 

  情報の共有化         旭ヶ丘 青木 義真 

４、げんきプリント～脳を鍛える学習療法～ 

                 めだか 小林 康哲 

５、Let'ｓ チャレンジ ミュウジックベルで音楽を奏でる 

                 うさぎ 須賀 淳子 

６、「心 穏やかに」        のぞみ 高橋 彩未 

７、歌唱とぬり絵の効果で脳の活性化を図る 

 ～歌とぬり絵のＷパワーで元気も２倍～ 

                 りんご 半田久美子 

８、舞踏を通して得たもの 

 ～生活の質の向上を目指して～ あおぞら 山守千登世 

第３会場 第１，２会議室 
テーマ「地域密着・ケアプラン・運営」 
コーディネーター：渡邊高行 
コメンテーター ：群馬社会福祉評価機構 新井節夫氏 

１、「Ｋさんを知ることでケアが変わる」 

              ゆうゆう・うちだ 武井  忍 

２、その人らしく生活するために私の地図を活用した図形化支援 

  ～情報を人物像に結びつける取り組み～ 

           かがやき入野ホーム 吉田 恵理香 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３、意見交換シートの活用 

 ～アセスメントの質の向上を目指して～ 

                あかぎ 山口 理恵 

４、小規模多機能型居宅介護での初めてのｹｱﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 

          ｹｱｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰようざん 小林 桂子 

５、地域の中で生きていく 堀マラソンに参加して･･･ 

        ケアホーム家族の家新里 草処 裕子 

６、地域と家族の思い      さんご 清水 栄子 

７、運営推進会議を開催して   とんぼ 森口 尚子 

８、グループホームはどこまでケアすべきか 

  Ａさんの退所をめぐって  どんぐり 深町 恭子 

全体事例シンポジウム 多目的ホール 

パネリスト：連絡協議会 会長  井上謙一 

      連絡協議会 副会長 渡邊高行 

      連絡協議会 副会長 恩田初男 

１、「地域の人達と健康体操教室に参加して」 
   グループホーム 榛名荘  菅原  優 
                藤井さやか 
２、「生活歴を生かした、その人に合ったケア」 
   グループホーム クララ  高橋 貴子 

 

 
 
 

西
部
ブ
ロ
ッ
ク 

 

ブ
ロ
ッ
ク
長 

松
原
徹 

８
月
２
日 

 

第
１
回
西
部
ブ
ロ
ッ
ク
総

会
に
て
、
高
崎
市
と
安
中
市

に
よ
る
現
在
の
状
況
と
今
後

の
計
画
予
定
の
報
告
。
ま
た
、

研
修
部
会
か
ら
今
年
度
の
活

動
予
定
と
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
研

修
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
説
明
を
行

う
。 

研
修
部
会
よ
り
、
６
月
よ
り
、

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
研
修
を
開
始

し
て
お
り
、
そ
の
中
で
、
ま

ず
、
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
研
修
に

参
加
可
能
か
ど
う
か
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
お
り
、

今
年
度
は
、
研
修
生
の
ニ
ー

ズ
に
よ
っ
て
組
み
合
わ
せ
を

決
め
る
事
と
し
、
現
在
活
動

中
で
あ
る
。 

広
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
部
会 

よ
り
、
会
報
に
掲
載
し
て 

欲
し
い
情
報
等
の
ア
ン
ケ
ー 

ト
を
実
施
中
で
あ
る
。 

会
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

中
で
掲
載
し
て
欲
し
い
情
報

等
、
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
に
よ

り
、
ご
要
望
を
伺
っ
て
い
ま

す
。
引
き
続
き
皆
さ
ん
の
意

見
を
お
聞
か
せ
願
い
た
い
と

思
い
ま
す
。 

連
絡
先･

･
･

原
市
の
小
林
へ 

研
修
は
１
回
目
の
交
換
研
修
を

年
内
に
終
え
る
予
定
で
あ
る
。

２
回
目
以
降
は
年
明
け
か
ら
開

始
す
る
。
施
設
見
学
は
、
現
在

実
施
中
。 

１１
月
２７
・
２８
日 

 

韮
川
行
政
セ
ン
タ
ー
に
て
救

急
救
命
講
習
会
を
行
う
。
研
修

参
加
者
４９
名
。 

は
、
９
月
よ
り
実
施
し
、
１８
件

中
９
件
終
了
。 

お
知
ら
せ 

平
成
２０
年
１
月
２５
日
（
金
） 

渋
川
中
央
公
民
館
に
て
、
午
後

２
時
～
４
時
ま
で
、
井
上
謙
一

会
長
を
講
師
し
「
認
知
症
に
つ

い
て
」
講
演
予
定
。 

 
 

東
毛
ブ
ロ
ッ
ク 

ブ
ロ
ッ
ク
長 

川
島
香
瑞
美 

８
月
１
日 

 

韮
川
行
政
セ
ン
タ
ー
に
て

「
介
護
保
険
Ｑ
＆
Ａ
」
よ
り

運
営
推
進
会
議
に
つ
い
て
研

修
を
行
う
。
研
修
参
加
者
５０

名
。
研
修
後
の
グ
ル
ー
プ
討

議
で
は
、
活
発
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
、
運
営
上
の
問
題

も
数
多
く
質
問
が
あ
っ
た
。 

研
修
後
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
す
る
。
研
修
の
質
疑

応
答
や
満
足
度
な
ど
の
調
査

結
果
を
東
毛
ブ
ロ
ッ
ク
会
員

宛
に
郵
送
す
る
。 

ま
た
、
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
研
修

や
施
設
見
学
に
つ
い
て
も
説

明
を
行
う
。
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

 
 

中
北
毛
ブ
ロ
ッ
ク 

 

ブ
ロ
ッ
ク
長 

池
田
清 

７
月 

 

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
交
換
研
修
と

今
後
行
っ
て
欲
し
い
研
修
に
つ

い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行

う
。
依
頼
件
数
４３
件
、
回
答
数

３２
件
で
し
た
。 

希
望
の
研
修
と
し
て
、
多
い
順

か
ら
、
事
故
対
策
（
予
防
）・
専

門
家
に
よ
る
講
演
・
認
知
症
ケ

ア
・
看
取
り
・
高
齢
者
の
疾
患

や
対
応
・
事
例
検
討
会
・
介
護

保
険
・
職
員
の
待
遇
・
ケ
ア
プ

ラ
ン
・
認
知
症
に
つ
い
て
・
食

中
毒
や
感
染
予
防
・
義
務
付
け

内
容
・
運
営
推
進
会
議
の
情
報

交
換
会
が
あ
り
ま
し
た
。 

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
研
修
に
つ
い
て

南
部
ブ
ロ
ッ
ク 

ブ
ロ
ッ
ク
長 

清
水
浩
幸 

 

当
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
現
在
の
時

点
で
は
活
動
を
行
っ
て
い
な
い

の
が
現
状
で
す
が
今
後
の
活
動

予
定
と
し
て
、
年
明
け
を
目
処

に
、
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
を
実
施
す

る
予
定
で
す
。
会
議
に
お
い
て

は
、「
介
護
保
険
制
度
や
世
情
の

変
化
に
よ
り
、
入
居
者
・
職
員

双
方
の
確
保
が
困
難
な
状
況
に

な
っ
た
」
な
ど
、
各
ホ
ー
ム
が

抱
え
る
問
題
点
の
変
化
な
ど
に

つ
い
て
お
聞
か
せ
い
た
だ
い
た

上
で
、
ブ
ロ
ッ
ク
と
し
て
の
活

動
内
容
を
検
討
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
連
絡
協

議
会
に
期
待
す
る
こ
と
に
つ
い

て
も
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
願
え

れ
ば
幸
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 


